
檜山の農業 hiyama2026
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管内の農業は、全道平均に比べ経営規模が小さい一方

で、水稲や馬鈴しょ、豆類、野菜、酪農や肉牛、養豚な

ど、バラエティーに富んだ農業が営まれています。

水稲は、道南で開発された「ふっくりんこ」を中心に

「ななつぼし」や「ゆめぴりか」の特Ａ品種、減農薬が可

能な「きたくりん」などが栽培されています。

馬鈴しょは、南部では厚沢部町が発祥の地とされる

「メークイン」が「あっさぶメークイン」として、2022

年に地域団体商標に登録され、北部では「男しゃく」が主

に生産され、特に2019年に地理的表示（GI）に登録され

た「今金男しゃく」は、デンプン含有率が他産地の男しゃ

くの平均値より約1割ほど高く、厳しい選果基準により形

状や外観が良いことから、市場では品質、食味ともに高い

評価を受けています。

野菜は、アスパラガスやブロッコリー、ミニトマトなど

多品目の生産となっており、特に上ノ国町は、道内有数の

さやえんどうの産地となっています。

また、北部を中心に酪農・肉用牛経営が行われているほ

か、戸数は少ないものの養鶏や地域ブランドとなっている

養豚も行われています。

このほか、厚沢部町では焼酎工場と連携したさつまいも

の生産、奥尻町では島内で生産されたブドウによるワイン

醸造などが進められており、上ノ国町では地元企業による

大規模なトマト栽培が行われています。

振興局では、生産活動の基盤となる農業農村整備事業を

計画的に推進し、ほ場の大区画化や排水改良など、生産性

の向上と新たな高収益作物の導入・拡大などに加えて、ス

マート農業技術の積極的な導入による低コスト・省力化を

推進するとともに、農業・農村を支える多様な人材の育

成・確保に向け、地域が行う新規就農者の受入れへの支援

など、檜山の農業・農村が持続的に発展するための取組を

行っています。

ハウス立茎アスパラガス（厚沢部町）

さやえんどう（上ノ国町）

「今金男しゃく」（GI登録）

自動操舵
システムの導入
（厚沢部町）

焼酎原料用
さつまいも
（厚沢部町）



●農家戸数及び戸当たり経営面積の推移（単位：戸、ha）

●高齢化の状況
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●年齢別農業就業人口（単位：人）

「農林業センサス」R7。H17までは旧熊石町を含む

●主要農作物の作付面積（令和６年産）（単位：ha）

「農林水産統計年報」

●主要野菜の作付面積（令和６年産）（単位：ha）

「檜山振興局産業振興部農務課調べ」

●農業産出額推計（令和５年）（単位：千万円）

「檜山振興局産業振興部農務課調べ」「檜山振興局産業振興部農務課調べ」

●主要水稲の作付面積（令和６年産）（単位：ha）
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ヒノキアスナロ（ヒバ）（江差町 町民の森）

地域材利用促進PRイベント森林観察会の様子

檜山の林業 Hiyama2026
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管内は全道でも森林面積の割合が高く、土地

総面積の82％を占める215,758haの森林を有し

ています。所管別では、国有林61％、道有林

11％、一般民有林28％と全道の中でも国有林の

割合が高く、スギやヒノキアスナロ（ヒバ）、

ブナなど道南地域特有の樹種が生育しているのが

特徴です。

主要な造林樹種はカラマツ、トドマツ、スギ

で、檜山ゆかりの木「ヒノキアスナロ」も継続

的に造林されています。

また、ゼロカーボンひやまの実現に向け、伐

採跡地等への造林や間伐等の適切な森林整備が行

われていますが、森林整備を担う林業労働者数は

減少傾向にあるため、ハーベスタなどの高性能林

業機械や苗木運搬用ドローンを活用したスマート

林業の導入により森林整備の効率化が進められて

います。

一方、地域で産出されたスギやトドマツなど

の木材は、製材やチップ等に加工され、公共建

築物の木造化や農地整備の暗渠疎水材など地域

における利用が進められています。

地域での利用を更に推進するため、管内各地

でPRイベントを開催するなど、地材地消の普及

啓発に取組んでいます。

この他、木育の取組を推進し定着を図るた

め、植樹祭や育樹祭のほか、森林観察会や木育

マイスターと連携した木工教室など、森林や木

材とふれあう活動が行われています。
苗木運搬用ドローン



●町別森林面積（令和６年４月１日現在）(単位：ha) ●民有林樹種別造林面積（令和６年度）（単位：ha）

「令和５年度北海道林業統計」
「令和５年度造林事業実績」

●樹種別森林蓄積（令和６年４月１日現在）（単位：千m3） ●樹種別原木消費量（令和６年度）（単位：m3）

「令和５年度北海道林業統計」
「檜山振興局産業振興部林務課調べ」
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●管内所管別森林面積（令和６年４月１日現在）（単位：ha） ●管内森林分布図
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管内では、スルメイカやスケトウダラ、ホッケ等の

回遊性魚類を主体とする漁船漁業を中心に、ウニやナ

マコ等を対象とした採介藻漁業やサケ定置網漁業等が

営まれています。

近年、回遊性魚類の漁獲量が減少している中、漁業

生産の回復・安定化を図るため、「つくり育てる漁業

(栽培漁業)」の取組が進められており、ニシンの稚魚の

100万尾放流をはじめ、ヒラメやナマコ等の種苗放流が

行われています。

ニシンの大規模な産卵行動により海面が白濁する

「群来（くき）」という現象は、檜山管内では100年以

上発見されなかったのですが、平成29年、令和２年に

大規模な群来が確認されたほか、令和４年以降毎年群

来が見られています。

また、新たな魚種の推進や付加価値向上を行ってい

くため、令和５年に策定された「日本海漁業経営安定

化方針」に基づき、漁港等の静穏域を活用したニジマ

ス（トラウトサーモン）の養殖を管内各町及び八雲町

（熊石）で実施し、新たな生産体制づくりを推進して

おり、規模の拡大など、着実に取り組みを前に進めて

います。

特に、ナマコは漁業者が水揚げから加工・販売、ブ

ランド化に取り組んでおり、2020年に「檜山海参（ヒ

ヤマハイシェン）」として、地理的表示（ＧＩ）保護

制度に登録されています。

一方、漁業就業者が年々減少し、高齢化が進行する

中、新たな担い手を確保するため、檜山漁業士会がキ

タムラサキウニ体験漁業を実施し、漁業が就業の選択

肢の一つとなるきっかけづくりに取り組んでいるほか、

将来の独立就業希望者に対して、複数漁業の技術を習

得するための研修が漁業研修所で実施されています。

食育・魚食普及においては、令和７年は檜山管内の

小中学校５校で、檜山漁業士会による「漁業士の出前

授業」を開催し、いか釣り漁業やさけ定置網漁業、海

藻養殖など漁業に関する授業や、地元水産物を用いた

さばき方の実演や調理実習を通して、檜山の漁業と水

産物に関する理解促進を図っています。

ニジマス（トラウトサーモン）出荷作業：江差港

檜山の水産業 hiyama2026
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令和7年2月3日の群来：乙部町

キタムラサキウニ体験漁業

漁業士会による出前授業
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●町別漁業生産額（令和６年）（単位：百万円）

「北海道水産現勢」

●檜山管内漁港・漁協位置図（令和７年３月）

●魚種別漁業生産量（令和６年）（単位：トン）

「北海道水産現勢」

●魚種別漁業生産額（令和６年）（単位：百万円）

●漁業生産量・生産額の推移（暦年）
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漁協本所所在地 1

漁協支所所在地 6
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●商工業

管内の産業別生産額は建設業が約322億円でトッ

プとなっており、商業においては、従業員１～２人

の小規模な事業所が全体の約半分を占め、商品販売

額における小売業の割合が８割以上を占めるといっ

た特徴が見られます。

また、少子高齢化の進行や函館など管外大型店へ

の購買力の流出、経営者の高齢化・後継者不足など

の問題を抱えており、管内卸売業・小売業の事業所

数は減少傾向にあります。

製造業については、域内総生産に占める割合は全

産業の３％程度ですが、振興局では、管内の農林水

産物を活用した新商品の開発や商品の磨き上げ、管

外の物産展・商談会への出展による販路拡大など、

食品製造業への支援に取り組んでいます。

●観 光

管内では、道内最古の祭りといわれる「姥神大神

宮渡御祭」(江差町)や、日本民謡の王様と呼ばれる

「江差追分」、道南のセブン・シスターズ（イング

ランド南部のイギリス海岸に面した白い海食崖）と

もいわれる異国情緒溢れる絶景「滝瀬海岸『シラフ

ラ』」(乙部町)、「親子熊岩」(せたな町）等の日本

海にそびえる奇岩など、いにしえから続く歴史・文

化や、日本海の荒波を感じることができます。

また、農産物直売所やお土産が人気の道の駅

「あっさぶ」や「上ノ国 もんじゅ」、道南一の雪質

を誇る「ピリカスキー場」(今金町)、管内７町全てに

ある温泉もおすすめです。

離島の奥尻町も、ウニやアワビなどの海産物、マ

リンアクティビティ、日本初の離島ワイナリーな

ど、豊富な観光資源を有しています。

振興局では、管内の観光振興を図るため、体験メ

ニュー開発・磨き上げ、檜山の歴史文化の観光資源

としての活用及びＳＮＳによるタイムリーな地域の

魅力発信等に取り組んでいます。

「乙部八幡神社例大祭」（乙部町）

檜山の商工業･観光 hiyama2026
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かもめ島のマリンアクティビティ（江差町）



数字で見る檜山 hiyama2026

●小規模事業所（2人以下）の構成割合（令和３年） ●管内卸売業・小売業 事業所数・年間商品販売額の推移

●卸売業・小売業の従業者規模別事業所数割合（令和３年） ●管内製造業 事業所数・製造品出荷額の推移

●町別観光入込客数（令和６年度） ●観光入込客数の推移

「北海道観光入込客数調査（北海道）」
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「北海道観光入込客数調査（北海道）」
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●管内域内総生産（令和４年）
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全道

檜山

単位：億円

３人以上,28,820事業所（66.9

％）

３人以上,197事業所（46.8％）

１～２人,14,265事業所（33.1％）

１～２人,224

事業所（53.2

％）

全道

檜山

143,879 

81,062 85,311

122,327 

146,070 

153,207 

1,203 

1,057 

1,024

1,130 1,357 

1,496 

900

1,100

1,300

1,500

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

R1 R2 R3 R4 R5 R6

全道 檜山
（千人） （千人）


